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本年度ダグラス・アレキサンダー国際会長のメッセージ「心からの奉仕」及び、

金沢ガバナーのテーマ「奉仕で希望と誇りを」を実現すべく、「クラブ活性化

研修会（仮称）」を企画提案いたします。 

 

＜企画の趣旨＞ 

ライオンズクラブ国際協会には各レベルに応じた様々な研修プログラムが用

意されています。中でも、オンライン教材の充実や全国のライオンズの動画共

有環境により、インプット型の研修はライオン各人や各クラブにて実施するこ

とも容易になっております。そこで、今年度地区 GLT といたしましては、参

加者主体のアウトプット型研修を地区全体にて開催したく企画いたします。 

 

言うまでもなく、ライオンズクラブの醍醐味は「アクティビティ」にありま

す。充実したアクティビティがあるからこそ、会員はライオンズクラブに所属

する意義と誇りを感じ、会員増強にもつながるのです。逆に、充実したアクテ

ィビティなくして会員増強はおろか維持も不可能ではないでしょうか。 

 

コロナ禍の 2 年間、各クラブのアクティビティは制限されてきました。会員

減少や活動の停滞しているクラブも散見されます。一方で、コロナ禍だからこ

そ生じた新たなニーズに応える新たなアクティビティに取り組んだクラブも多

数あります。そのような情報はライオン誌やマイライオンを通じて入手するこ

とは可能ですが、実際に自クラブの活動の参考にできているクラブは多くない

のが現状ではないでしょうか。 「となりは何をするクラブぞ？」 

 

そこで、各クラブが一堂に会し、自クラブ自慢のアクティビティをプレゼン

し、参加者同士でディスカッション。より洗練されたアクティビティへと改善

したり、他クラブの情報を参考に、自クラブの新たなアクティビティを考え出

したりしていただきます。 

 

本研修を通して、クラブ会員には自クラブと地域を見つめなおす機会とし、

参加者意識の向上・眠っているニーズと人材の発掘によりクラブの活性化、ひ

いては地区全体の会員増強へとつながることを目指します。 



＜研修会の流れ＞ 

 

◎第 1ステージ＝ゾーン研修大会 

ゾーンごとに、ゾーン内各クラブがプレゼン 

（第 2回ガバナー諮問委員会拡大開催等） 

 

各クラブ好事例を 3 つ発表→全体でディスカッション→ゾーン内で高評

価若しくは地区で共有したい 3つの事例を選抜→地区研修大会へ 

 

 

◎第 2ステージ＝地区研修大会 

鹿児島リジョン・沖縄リジョンが一堂に会し、ZC及び担当クラブが 

ゾーン内で選抜された事例を発表 

（第 3回キャビネット会議の拡大開催等） 

→全体でディスカッション→高評価 3つを決定し表彰 

 

＜発表テーマ＞ 

① 自慢の独自の継続事業 

② コロナ禍において新規に取り組んだ事業 

③ 会員増強・退会防止のための具体的かつ効果のあった取り組み 

④ その他 

 

＜クラブへの事前事後課題＞ 

研修前：発表資料の作成 

研修後：自クラブの次年度に向けたアクティビティ改善案・新規アクティビ

ティ案・会員増強案等を第 3回ガバナー諮問委員会にて発表 

 

 


